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検
地
帳
に
み
る

近
世
農
村
の
実
態

―
備

後

国
神

石
郡

安

田
村

の
場
合

―

出
内
　
博
都

中
世

の
荘
園
や
、
国
衝
領
と
し
て
の
郷

村
制

に
み
ら
れ
る
巨
大
な
生
産
体
と
し
て

の
村
。
然
か
も
上
は
本
家
職

・
領
家
職
か

ら
、
下
は
作
人
職
ま
で
権
利
が
錯
綜
し
て
、

百
姓
と
は
名
ば
か
り
で
、
国
人

・
土
豪

・

地
侍

・
名
主
な
ど
各
種

の
権
力
が
覇
を
競

う
時
代
か
ら
、
せ
い
ぜ
い
田
畑

で

一
町
足

ら
ず

の
耕
地
を
直
接
耕
作
す
る

い
わ
ゆ
る

「

一
地

一
作
人

」
主
義

の
小
百
姓
村
が
出

来
上
が
る
の
が
、　
一
七
世
紀
後
半

の
寛
文

期
頃
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

元
禄

一
三
年

の
水
野
藩
断
絶
後

の
検
地

帳

に
は
、
実
に
さ
さ
や
か
な
村
の
た
た
ず

ま
い
が
し
の
ば
れ
る
。

中
世
的
権
力
が
た
お
れ
、
経
済
の
高
度

成
長
に
よ
る
階
層
分
化
も
未
発
達
な
時
代

相
を
示
し
て
い
る
。
九
五
戸

の
屋
敷

の
坪

数
を
み
る
と
、

二
〇
坪
代
以
下
…
四
三

（
四
五

・
二
％
）

四
〇
坪
代
以
下
…
三
七

（
三
八

・
九
％
）

五
〇
坪
以
上
…

一
五

（
一
五

・
八
％
）

現
在

の
建

て
売
り
住
宅
か
ら
み
る
と
、

四
〇
坪
な
ど
、
普
通
だ
と
思
え
る
だ
ろ
う

が
、
平
均
家
族
数
日

一
〇
名

（
「
広
島
県

史
』
）
、
そ
の
上
、
居
住
空
間
と
作
業
空

間
の
分
離
は
今
日
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て

も
、
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

一
番
小
さ
い
屋
敷
は

一
・
五
坪

で
、
こ

れ
ら
は
農
家
で
は
な
い
と
思
え
る
。
逆
に

一
番
大
き
い
屋
敷
は

一
二
六
坪

で
、
し
か

も
、

こ
の
人
物
は
、
村

の
中
心
地
域

に
、

八

・
七
五
坪
の
別
屋
敷
を
持
ち
、
田

一
町

五
反
三
畝

一
一
歩
、
畑

一
町
七
反

二
畝

二

歩
を
持

っ
て
い
る
。
耕
地

の
多
い
地
域

に

大
き
い
屋
敷
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
心
地

域

に
あ
る
別
宅
は
、
日
常
生
活
と
、
村
役

人
と
し
て
の
事
務
所
、
更
に
は

一
部
商
業

活
動
に
も
利
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

複
数
の
屋
敷
持

つ
も
の
は
、　
〓
壬
用
で
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①

一
四
坪
と
六
六
坪
。
田

一
町
九
反
九
畝

一
三
歩
、
畑

二
町

一
反
三
畝

一
二
歩
。

二
軒
の
屋
敷
は
同

一
地
区
。

②
二

一
坪
と
四
六

・
七
五
坪
。
田
九
反
六

畝

一
〇
歩
、
畑

一
町

一
反
五
畝

一

別
地
域
。

③
三

一
・
五
坪
と
二
七
坪
。
田
七
反
三
畝

一
六
歩
、
畑
七
反

一
一
歩
。
別
地
域
。

④

三
二

・
五
坪
と

一
四
坪
。
田
三
反

一
一

歩
、
畑
六
反
四
畝

二
六
歩
。
同

一
地
区

（中
心
地
区
）
。

⑤
六
六
坪
と
三
二

・
五
坪
。
田
四
反
三
畝

六
歩
、
畑
七
反
四
畝

二
〇
歩
。
別
地
域
。

⑥
三

一
・
五
坪
と
二
八
坪
。
田
七
反
三
畝

一
六
歩
、
畑
七
反

二
七
歩
。
別
地
域
。

①

一
六

・
五
坪
と
二
二

・
五
坪
。
田
六
反

五
畝

一
六
歩
、
畑

六
反

一
畝

一
二
歩
。

別
地
域
。

③
三
四
坪
と
二
〇
坪
。
田
五
反
八
畝

一
三

歩
、
畑
七
反
四
畝
七
歩
。
別
地
域
。

③
三
八

・
二
五
坪
と
三
二

・
五
坪
。
田

一

町
五
反

一
歩
、
畑
六
反
八
畝

一
四
歩
。

別
地
域
。

⑩
四
〇
坪
と

一
七

・
五
坪
。
田
六
反
九
畝

六
歩
、
畑

八
反

一
畝

一
一
歩
。
別
地
域
。

以
上
の
よ
う
に
、

二
月
の
屋
敷

の
坪
数
、

田
畑
の
面
積
、
屋
敷

の
あ
る
地
域
を
分
析

す
る
と
、
現
在

の
地
形
か
ら
み
て
、
農
耕

地
帯
と
名
田
地
名
を
も

つ
中
心
地
域

の
二

ケ
所

に
屋
敷
を
持

つ
者
が
、
②
③
⑤
①
な

ど
で
、
中
心
地

で
小
農
地
を
持

つ
④
と
と

も
に
、
中
心
地
域

の
家
は
、
単
に
農
耕
用

の
も
の
で
な
く
、
別
の
用
途
と
し
て
の
家

の
よ
う
に
み
え
る
。

七
歩
。
　
　
こ
の
中
心
地
区
に
あ
る
三
二
戸

の
う
ち
、

田
が
三
反
以
下

（
三
―
四
畝

の
も
の
二
戸
）

の
者
が

一
〇
戸

に
お
よ
ん
で
い
る
。

こ
の

う
ち
六
戸
は
畑
の
方
が
多

い
の
も
、
米
作

中
心
の
農
耕
生
活
と
は
異
な

っ
た
生
活
を

し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

村

の
南
と
北

の
端

（
全
々
離

れ
た
場
所
）

に
家
と
土
地
を
持

つ
⑥
や
⑨
な
ど
は
商
品

作
物
、
山
林
労
働
、
手
工
業

な
ど
多
様
な

生
産
活
動
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

『
水
野
記
」
に
よ
れ
ば
、
諸
色
小
物
成

と
し
て
漆
実
役

・
真
綿
役

・
茶
役

・
大
工

役
　
木
挽
役

・
桶
屋
役

・
鍛
治
役

・
雉
子

運
上
な
ど
多
様
な
課
税
が
な
さ
れ
て
い
る
。

後
に
出

て
く
る
煙
草

・
蒟
蒻
な
ど
に

つ
い

て
は
表
面
に
は
出

て
い
な
い
が
、
神
石
牛

で
有
名
な
牛
に

つ
い
て
は
、
統
計
的
数
値

は
わ
か
ら
な
い
が
、
農
業
経
営
の
重
要
な

一
翼
を
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
役
牛
と
厩
肥
の
補
給
源
と
し
て
の
牛

の
飼
育

は
、
か
な
り
の
富
農
層

で
な
い
と

無
理
だ
と
い
う
記
録
は
多

い
し
、
畜
牛
奨

励
の
た
め

「
牛
銀

」
を
貸
与
し
た
記
録
も

あ
る

（広
島
藩
）
。

こ
の
度
の
検
地
帳
の
分
析

で

一
番
、
日

に
つ
い
た
の
は

ク
草
山

・
・
〇
町
△
反
、

村
中

・
・

牛
飼
場

″
と
い
う
除
地
が
あ

る
こ
と
だ

っ
た
。
小
は
ニ
ー
三
反
か
ら
大

は

一
町
を
超
え
る
も
の
ま
で
、
安

田
村

で

四
七
ケ
所
あ
る
。
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明
治
以
降
畜
産
が
収
益
事
業

の
対
象

に

な
っ
て
か
ら
、
自
力
で
牛

の
持

て
な
い
者

を
対
象

に
し
て
、
資
産
家

や
博
労
が

「
牛

小
作

」
の
制
度
を

つ
く
り
、
殆
ど
の
農
家

で
牛
を
飼
育

し
て
い
た
。

然
し
、
三
〇
〇
年
前
に
、
九
〇
戸
あ
ま

り
の
農
家

で
、
四
七
ケ
所
の
牛
飼
場
を
持

ち
、
私
達
が
か
つ
て
も

っ
て
い
た

一
―

二

頭
の

「
駄
屋
飼

い
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異

な
る
飼
育

の
方
法
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
、

畜
牛

の
資
金
は
ど
う
し
た
の
か
、
冬
季

の

放
牧
は
不
可
能
だ
し
、
あ
の
狭

い
屋
敷

で

畜
舎
が
建

て
ら
れ
た
の
か
、
未
解
決

の
間

題
が
多

い
の
に
驚
か
さ
れ
る
。

山
国
な

の
で
、
山

・
荻

に
関
す
る
規
制

も
多
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
山
年
貢
小

前
帳
に
八
二
筆

の
登
録
が
あ
る
。
実
人
員

は
六
〇
人
ぐ
ら

い
で
あ
ろ
う
。
最
高
六
反

ぐ
ら

い
で
、
銀
四
分
六
厘
、
最
低

一
畝
代

で
銀

一
厘
が
か
な
り
い
る
。

藪

の
年
貢
は
六
八
筆

の
登
録

で
、
人
員

は
四
三
人
で
あ
る
。
こ
の
方
は

一
人
当
り

の
銀

の
記
録
が
な
い
。　
一
人
当
り
反
別
は

八
畝
を
例
外
と
し
て
、　
一
畝
前
後

で
あ
る
。

年
貢
は
、
上
藪
で
反
当
り
八
匁

八
分

で
あ

り
、
下
藪

・
下
々
藪

で
六
〇
％
を
超
え
る

の
で
、　
一
人
当
り
の
銀
は
、
せ
い
ぜ
い

一

―

二
厘

で
あ
つ

つ
。

こ
う
し
た
小
額

の
銀
を

一
人

一
人
の
農

民
が
、
ど
の
よ
う
に
算
段
し
た
か
、
今
後

の
課
題
の

一
つ
と
思
え
る
。

法

然

と
備

後松
岡
　
　
正

″
こ
の
と
こ
ろ
絆
哀
し
く
明
け
暮

れ
て

″

「
ひ
た
す
ら
に
南
無
阿
弥
陀
仏

誕
生
寺

」

こ
れ
は
六
月
に
行
な
わ
れ
た
津
山
バ
ス

例
会

の
最
後

の
見
学
地
、
法
然
ゆ
か
り

の

誕
生
寺

（久
米
郡
久
米
南
町
）
に
参
詣
し

た
と
き
、
熊
谷
操
子
さ
ん

（上
下
町
）
が

吟
じ
ら
れ
た
句

で
あ
る
。

六
月
初

め
と
し
て
は
珍
ら
し
く
暑

い
午

後
、
広

い
本
堂
で
、
私
達
は
住
職
の
語
る

「
法
然
上
人
の

一
代
記

」
を
厳
粛
な
面
ざ

し
で
拝
聴
し
て
い
た
。
法
話
が

ク
土
佐

へ

法
然
が
流
罪
さ
れ
た

″
と
い
う
く
だ
り

に

な

っ
た
と
き
、
私

の
脳
裏
に
は

『歎
異
抄
」

の
″
法
然
の
弟
子
、
備
後
国

へ
流
さ
れ
る
″

と
い
う
記
録
が
浮
か
ん
で
、

ク
備
後
国
の

何
処
だ
ろ
う

″
と
い
う
疑
間
が
執
拗

に
私

を
捕
え
た
。

『
歎
異
抄
』
は
要
約
し
て
言
え
ば
、
浄

土
真
宗

の
宗
祖
親
鸞
の
語
録

で
あ
り
、
絶

対
他
力
を
旨
と
す
る
浄
土
真
宗
の
教
義

の

神
髄
と
し
て
広
く
世

に
知
ら
れ
て
い
る
。

「
歎
異
抄
」
の
付
記
に
″
法
然
は
土
佐

へ
、
親
鸞
は
越
後

へ
、
浄
聞
房

（
注

一
）

は
備
後
国

へ

（以
下
略
）
流
罪
さ
れ
た

″

記
録
を
残
し
て
い
る
。
法
然
と
親
鸞
の
足

跡
は
よ
く
判

っ
て
い
る
が
、
浄
聞
房
は
備

後
国
の
何
処

へ
流
さ
れ
た
の
か
全
く
知
ら

れ
て
い
な
い

（注

三
）
。

『
備
陽
六
郡
志
』
の
神
嶋
村

（福
山
市

西
神
島
町
、
注
三
）

の
項
に
″
法
然
寺

法
然
上
人
讃
州
遠
流

の
と
き
、
此
所

に
来

り
給

い
草
庵
を
結
び
、
し
ば
し
留
り
ま
い

し
所
な
り

″
と
記
さ
れ
て
い
る
。
堤
勝
義

先
生
は

″
神
嶋
村
の
伝
承
は
法
然
で
は
な

く
、
浄
聞
房
で
は
な
か

っ
た
か

ク
と
推
定

さ
れ
て
い
る

（注
四
）
。
事
実
、
法
然
の

諸
伝
記
を
見
る
と
、
承
久

二
年

（
一
二
〇

七
）
法
然
は
京
都
を
離

れ
、
神
戸
市
兵
庫

―
兵
庫
県
高
砂
市
―
兵
庫
県
御
津
町
室
津

―
香
川
県
塩
飽
島
―
高
松
市

（讃
岐
）
に

と
ど
ま
り
、
土
佐

へ
行
か
な
い
う
ち
に
同

年
十

二
月
に
赦
免
さ
れ
、
翌
年
大
阪
市

〔
地
名
は
現
在
呼
称

に
し
て
い
る

〕
に
帰

っ
て
い
て
備
後

に
来
た
と
い
う
足
跡
は
な

い
。
私
も
堤
先
生
の
説
に
同
意
し
た
い
。

神
嶋
村

の
法
然
寺
は
法
然
ゆ
か
り
の
地

と
し
て
弘
治

三
年

（
一
五
五
七
）
建
立
さ

れ
、
水
野
勝
成
が
福
山
城
を
造

っ
た
と
き
、

元
和
七
年

（
一
六
二

一
）
城
下

へ
移
し
、

安
楽
寺

（
福
山
市
明
治
町
）
と
改
称
し
た

と

『
備
陽
六
郡
志
」
は
伝
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

「安
芸
国
備
後
国
知
行
帳
」

（
一
六

一
九
）
を
見
る
と
、
神
嶋
村
は
鹿

島
村
と
な

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
古
く
は

鹿
島
と
呼
ん
で
い
た

（
注
五
）
。

余
談

に
な
る
が
、

一
万
葉
集
」
第
十
五

巻
三
五
九
九

「
月
読

の
　
光
清
み
　
神
島

の
磯
間
の
浦
ゆ
　
舟
出
す
我
は

」
の
神
島

は

一
般
的
に
神
嶋
村

（福
山
市
西
神
島
町
）

と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、　
一
説
に
岡

山
県
笠
岡
市
沖
の
神

ノ
島
で
な
い
か
と
い

う
意
見
が
あ
る
。
私
は
以
上
の
記
録
か
ら

見
て
、
歌

に
あ
る

ク
神
島

″
は
笠
岡
沖

の

神

ノ
島
だ
と
考

え
た
い
。

そ
し
て
″
浄
聞
房
は
備
後
国
鹿
島

へ
流

さ
れ
た
の
だ
ろ
う

″
と
思
う
。

以
上
を
、
誕
生
寺

で
の
私

の
疑
間

へ
の

解
答
と
し
て
、
私

の
津
山
バ
ス
例
会

を
終

り
と
し
た
。

注

一
　

浄
聞
一房
は
岩
波
文
庫
版
で
は
浄

円
一房
と
な

っ
て
い
る
。

注
三
　
流
罪

の
直
接
原
因
は
、
後
鳥
羽

院

の
女
房
と
法
然

の
弟
子
安

楽

一房

（死
罪
）
と
の
風
紀
問
題
で
あ

っ
た
。

注
三
　
奈
良
時
代
に
は
海
中
に
あ

っ
た

小
島

で
あ
り
、
元
和

（
一
六

一
五
―

二
四
）

の
頃
に
は
、
陸

つ
づ
き
で
あ

り
、
東
側
は
海
岸

で
あ

っ
た
。

注
四

　

「
中
世

の
備
後

の
宗
教

。
在
地

武
士
』
　

堤
勝
義
著
。

注
五
　
福
山
城
下
に
移
さ
れ
た
鹿
島
町

は
、
寛
永
十
七
年

（
一
六
四
〇
）
出

火
が
あ
り
、
神
島
町
と
改
称
さ
れ
た

と
小
林
定
市
先
生

（水
呑
町
）
は
説

明
さ
れ
て
い
る
。
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香
港

・
マ
カ
オ
の
旅

比
較
文
化
論
編後

藤
　
匡
史

香
港
と
云
え
ば
、
江
戸
時
代
末
期
、

ア

ヘ
ン
戦
争

で
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地

に
さ
れ

た
所

で
あ
る
。
ま
た
、

マ
カ
オ
も

一
六
世

紀
ポ
ル
ト
ガ

ル
に
占
領
さ
れ
た
。

当
時
、
日
本
も
西
欧
列
強
が
進
出

し
て

き
て
、
徳
川
幕
府
老
中
主
座

・
阿
部
伊
勢

守
正
弘
公
は
、

ロ
シ
ア
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン

提
督
然
り
、

ア
メ
リ
カ
の
ペ
ル
リ
ー
提
督

然
り
、
鎖
国
２
屏
を
開
か
ん
と
す
る
内
憂

外
患

の
時
代
を
迎
え
て
い
た
。

今
ま
た
、
そ
の
日
本
も
、
こ
の
前

の
湾

岸
戦
争
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
内
紛

で
の
Ｐ
Ｋ
０

活
動

で
も
め
た
際

に
は
、
何

の
因
果
か
、

こ
の
時
も
ご
当
地
出
身

の
宮
沢
喜

一
が
内

閣
総
理
大
臣

で
あ

っ
た
。

正
弘
公
は
、
身
分
が
低
く
て
も
若

い
江

川
太
郎
左
衛
門
、

勝
海

舟

、

川
路

聖
誤

な
ど
の
幕
臣
を
人
材
登
用
し
、
軍
制
改
革

・
外
交

・
海
防

に
力
を
入
れ
、
洋
式
調
練

を
導
入
し
た
。
後
に
日
露
戦
争
の
時
、
連

合
艦
隊
旗
艦

・
三
笠

の
艦
長
室
に
阿
部
正

弘
公
の
肖
像
画
が
飾

っ
て
あ

っ
た
と
聞
く
。

こ
の
様

な
時

に
外
か
ら
日
本
を
見
る
と
、

い
か
に
日
本
が
治
安
が

い
い
か
わ
か
る
。

日
本
だ

っ
た
ら
人
権
尊
重

で
人
が
優
先

で

あ
る
の
に
、
香
港

で
は
車
優
先

で
あ
る
。

そ
う
は
云

っ
て
も
、
日
本
で
も

ス
ピ
ー
ド

違
反
、
ジ

ュ
ー
ス

・
缶
ビ
ー
ル
の
散
乱
と
、

国
民
の
美
意
識
が
薄

れ
て
き
た
。

江
戸
時
代
の
初
め
、
西
洋
人
が
東
海
道

を
見
て
、
西
洋
に
も
こ
れ
程
美
し
い
街
道

は
な
い
と
云
わ
し
め
た
。
道
に
は

チ
リ

一

つ
落
ち
て
お
ら
ず
、
海
を
見
れ
ば
、
自
砂

青
松
、
島
影

に
自
帆
が
浮
か
び
、
そ
の
美

し
さ
は
眼

に
浮
か
ぶ
様

で
あ
る
。

よ
く
日
本
人

の
住
む
家
は
ウ
サ
ギ
小
屋

の
様

で
あ
る
と
皮
肉
を
云

っ
た
欧
米
人
が

い
た
が
、
し
か
し
そ
の
昔
、
南
蛮
文
化
華

や
か
り
し
頃
、
日
本
の
家

の
構
造
を
見
て
、

合
理
的

に
で
き
て
い
る
、
と
云

っ
た
ポ

ル

ト
ガ

ル
人

・
ス
ペ
イ
ン
人
が

い
た
。

狭

い
部
屋
も
、
障
子
や
襖
を
は
ず
す
と

広
く
な
り
、
ま
た
、
敷
居

一
つ
で
コ
ロ
も

付

い
て
な
く
片
手
で
開
け
閉
め
出
来
る
こ

と
が
何
と
も
驚
き
で
あ

っ
た
。

遠
く
イ
ン
ド
航
路
を
イ
ン
ド
の
ゴ

ア
、

東
南

ア
ジ

ア
、
中
国
、
朝
鮮
と
見
て
来

た

当
時
の
二
大
海
洋
国
家
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
と

ス
ペ
イ

ン

（当
時

イ
ス
パ
ニ
ヤ
）
に
、
今

ま
で
見
て
来
た
民
族

の
中

で
、

こ
れ
程
優

秀
な
国
民
は
見
た
事
が
な
い
と
云
わ
し
め

た
。成

る
程
、
食
事
の

マ
ナ
ー

一
つ
と

っ
て

も
、
箸
を
持

つ
民
族
は
中
国
、
朝
鮮
が
あ

る
が
、
茶
碗
を
持

っ
た
手
を
口
に
持

っ
て

く
る
民
族
は
日
本
だ
け
で
あ
る
。
近
頃
、

テ
レ
ビ
箸
で
グ

ル
メ
特
集

や
、
ホ
ー
ム
ド

ラ
マ
の
食
事
の
場
面
で
ナ
イ
フ

・
フ
ォ
ー

ク
を
使

っ
て
食

べ
る

シ
ー
ン
が
よ
く
あ
る

が
、
こ
れ
な
ど
は
決

し
て
子
供

の
為

に
な

ら
な
い
。

箸
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
指

の
運
動

に

な
り
、
脳

の
細
胞
を
刺
激
し
て
血

の
巡
り

を
良
く
す
る
。
だ
か
ら
欧
米
人
に
比

べ
て

体
力
的
に
劣

っ
て
い
て
も
優
秀
な
の
は
こ

こ
に
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
か
ら
、
和
服
と
云
え
ば
着
物
だ
が
、

こ
の
純
日
本
調
と
思
わ
れ
る
着
物
も
、
そ

の
下
に
着
る
襦
袢
は
、
ポ

ル
ト
ガ

ル
語

の

も
・
ｂ

ａ
ｏ
が
ジ
バ
ン
↓
ジ

ュ
バ
ン
と
変

化
し
、
ま
た
、
男
が
は
く
ズ
ボ
ン
も
元
は

フ
ラ
ン
ス
語

で
、
・Ｊジ
ｕュ
酔
”
ｎ
が
ジ

ユ
ボ

ン
↓
ズ
ボ
ン
と
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ど
ち
ら
も
下
半
身

に
着
け
る
も

の
と
し
て
同
じ
意
味

で
、
南
蛮
文
化
の
名

残
り
で
あ
る
。

今

の
日
本
人
は
欧
州
を

コ
ー

ロ
ッ
パ
と

ひ
と
ま
と
め
に
し
て
云
う
が
、
四
百
年
前

の
日
本
人
は
ポ

ル
ト
ガ

ル
人

・
ス
ペ
イ
ン

人
を
南
蛮
人
、
オ
ラ
ン
ダ
人

・
イ
ギ
リ
ス

人
を
紅
毛
人
と
呼
ん
で
区
別
し
て
い
た
。

こ
の
あ
い
だ
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら
、

ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
女
性
キ

ャ
ス
タ
ー
が
、

欧
米
は

レ
デ
ィ
ー
フ
ァ
ー

ス
ト
の
先
進
国

で
す
、
と
云

っ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
違
う
。

大
体

レ
デ

ィ
ー

フ
ァ
ー
ス
ト
と
云
う
言

葉
自
体
怪
し
い
の
で
あ

っ
て
、
何

し
ろ
西

洋
に
魔
女
と
云
う
言
葉
が
あ
る
く
ら
い
だ

か
ら
、
こ
れ
は

一
八
、
九
世
紀
の
ア
メ
リ

カ
で
生
ま
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
西
部
開
拓

時
代
、
荒
く
れ
男
達
が
昼

の
憩

い
の
時
間

に

一
杯
と
云
う
時

に
、
給
仕
し
て
も
ら
う

の
に
大
事
に
し
な
け
れ
ば
西
部
の
街

に
来

て
く
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
と
違

っ
て
欧
米

で
は
、
夫

人
同
伴

で
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
に
出
か
け
る

こ
と
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
あ
れ
は
も
し

夫
の
友
人

に
ダ

ン
ス
を
誘
わ
れ
た
時
、
ホ

ス
テ
ス
の
代
用
を
務
め
る
た
め
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
家
庭

の
や
り
く
り
な
ど
で
、

今
は
振
り
込
み
制
度
が
行
き
と
ど

い
て
い

る
が
、
日
本
だ

っ
た
ら
給
料
は
奥
方
が
握

っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
、
欧
米

で
は
、

夫
が
権
限
を
持

っ
て
お
り
、　
一
週
間
、
十

日
と
そ
の
都
度
必
要
な
だ
け
奥
方

に
わ
た

す
の
で
あ
る
。

一
般
に
欧
米

で
、
建
物

は
石
造
り

で
出

来
て
い
る
の
で
丈
夫
、
日
本
は
木
造
家
屋

で
あ
る
の
で
弱

い
と
見
る
向
き
も
あ
る
が
、

そ
う
で
は
な
い
。

一
寸
前
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
奈
良
唐
招

提
寺
秘
宝
展
が
あ

っ
た
。
こ
の
時
、
鑑
真

和
上
像

「
脱
乾
漆
像

」
が
千

三
百
年
た
っ

た
後

で
も
腐
食
さ
れ
ず

に
い
た
こ
と
を
驚

異
の
眼

で
見
て
い
た
と
報
道
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
度
、
世
界
文
化
遺
産
建
造
物

に
指

定
さ
れ
た
奈
良
法
隆
寺
、
城
郭
建
築

の
姫

路
城
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
千
年
た

っ
た
本
は
切

っ
て
も
千
年
も

つ
と
云
う
。
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第
十
二
回

親
と
子
の
古
墳
巡
り

網
本
　
善
光

①

「
古
墳
」
と
の
史

Ｆ

い
き
な
り
私
事

で
恐
縮
で
す
が
、

「
親

と
子
の
古
墳
め
ぐ
り

」
に
参
加
す
る
た
び

に
、
私
が

「
古
墳

」
を
初

め
て
見
た
時
の

こ
と
を
思

い
出

し
ま
す
。

実
は
、
私
が
初

め
て

「
古
墳

」
を
見
た

の
は
大
学

一
年

の
夏
。
大
学
で
「
考
古
学

」

と
い
う
学
問
を
志
し
た
の
で
す
が
、
諸
先

輩
方
か
ら

「
岡
山
県
出
身

な
の
に
吉
備
の

古
墳
を
見
た
こ
と
が
な
い
の
？

」
と
、
驚

き
を
込
め
た
助
言

（
／
）
を
い
た
だ
い
た

か
ら
で
し
た
。

「
古
墳

」
に
出
会
う
た
め
に
私
が
足
を

運
ん
だ
の
は
、
総
社
市

の

「
吉
備
路
風
土

記
の
丘

」
で
し
た
が
、
そ
の
と
き
に
、

二

つ
の
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

そ
の

一
つ
は
、
学
校
で
教
わ
る
歴
史
は

ど
う
し
て
も
政
治
の
中
心
部
で
の
出
来
事

が
主

で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
、
自
分
の
郷

土
の
歴
史

に

つ
い
て
、
知
ら
な
い
こ
と
が

意
外
と
多

い
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、

二
つ
め
が
、
と
に
か
く
実
物

を
見
る

こ
と
が
大
事
だ
、
と
い
う
こ
と
で

す
。私

の
感
想
が
す
べ
て
の
人
に
共
通
と
は

言
え
な
い
で
し
ょ
う
が
、
大
き
な
石
室

に

目
を
見
張
る
子
供

や
、
こ
こ
に
も
古
墳
が

あ
っ
た
の
か
と
初
め
て
知

っ
た
よ
う
な
顔

　

を
目
指
し
ま
す
。
群
集
墳
を
見
て
も
ら
お

の
親
を
見
る
と
、

「
あ
あ
、
今
回
の
古
墳

　

ぅ
と
思

っ
て
ル
ー
ト
に
加
え
た
「
国
分
寺

め
ぐ
り
も
成
功
だ

っ
た
な
」
と
思

っ
て
し
　

裏
山
古
墳
群

」
で
し
た
が
、
山
道
を
上
る

ま
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
に

一
生
懸
命
な
の
と
、
草
木
が
思

っ
た

②
神
辺
の
古
墳
を
た
ず
ね
て
　
　
　
　
　
以
上
に
茂
っ
て
い
て
、
数
基
の
古
墳
し
か

さ
て
、
五
月
五
日
の
子
供
の
日
、
好
天

　

見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で

に
恵
ま
れ
た
「
第
十
二
回
　
親
と
子
の
古

　

し
た
。

．
墳
め
ぐ
り
」
に
、
今
年
は

一
三
〇
名
の
参

　
　

「
国
分
寺
跡

」
で
の
昼
食
の
後
、
本
国

加
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
メ
イ
ン
で
あ
る
「
迫
山
１
号
墳

」
に
向

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
神
辺
町
の
古
墳
を

　

か
ぃ
ま
す
。
急
な
山
道
を
上

っ
た
所
に
忽

見
学
す
る
も
の
で
、
県
内
有
数
の
規
模
の
　

然
と
あ
ら
わ
れ
る
、
六
世
紀
後
半
の
こ
の

石
室
を
持

つ
「
迫
山
１
号
墳

」
を
メ
イ
ン
　

古
墳
に
は
、
参
加
者
の
誰
も
が
そ
の
石
室

に
す
え
た
も
の
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

朝
、
福
山
駅
前
を
バ
ス
で
出
発
。
下
御
　
　
同
行
い
た
だ
い
て
い
る
篠
原
さ
ん
か
ら

領
バ
ス
停
で
、
現
地
合
流
の
参
加
者
や
Ｎ

　

の
説
明
が
始
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者
が
篠

Ｈ
Ｋ
の
取
材
班
の
方
も
加
わ

っ
て
、
ま
ず

　

原
さ
ん
を
取
り
囲
む
よ
う
に
し
て
集
ま
り

は
、
一第

一
の
目
的
地

「
法
童
寺
古
墳

」
に
　

じ
っ
と
説
明
を
聞
い
て
い
ま
す
。

向
か
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ど
ぅ
し
て
こ
ん
な
に
大
き
な
古
墳
が

こ
の
「
法
童
寺
古
墳

」
、
六
世
紀
後
半

　

こ
の
場
所
に
？

」
、
「
ど
う
や
っ
て
こ
ん

代
の
横
穴
式
石
室
の
古
墳
で
す
が
、
民
家

　

な
に
大
き
な
石
室
を
作

っ
た
の
？

」
な
ど

の
裏
山
に
ひ
っ
そ
り
と
残

っ
て
い
ま
す
。
　
　
な
ど
、
質
問
も
続
出
。
や
は
り
、
実
物
な

さ
っ
そ
く
、
懐
中
電
灯
を
使
い
、
古
墳

　

ら
で
は
の
迫
力
は
、
本
や
写
真
で
見
る
の

の
説
明
で
す
。
初
め
て
古
墳
を
見
る
と
い
　

と
違
い
、
子
供
の
興
味
を
強
く
呼
び
起
こ

っ
た
風
の
子
供
た
ち
は
、
気
味
の
悪
さ
　
　

す
ょ
ぅ
で
す
。
親
子
で
の
古
墳
を
バ
ッ
ク

（／
）
と
好
奇
心
と
を
い
っ
ぱ
い
に
、
石

　

に
し
て
の
記
念
撮
影
も
古
墳
め
ぐ
り
恒
例

室
の
中
に
入
っ
て
行
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
の
光
景
で
し
た
。

中
に
入
っ
て
感
じ
る
、
石
室
の
意
外
な
　
　
神
辺
平
野
の
北
麓
に
は
、
こ
の
他
に
も

大
き
さ
や
、
古
墳
自
体
の
印
象
に
つ
い
て
　

多
く
の
古
墳
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
も

早
く
も
親
と
子
で
話
し
合

っ
て
い
る
姿
が
　

含
め
て
、
古
代
の
神
辺
周
辺
に
つ
い
て
の

見
受
け
ら
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
論
が
、
古
墳
め
ぐ
り
の
第
二
部

（養
老

そ
こ
か
ら
西
に
歩
い
て
「
国
分
寺
跡

」
　

の
滝
／
）
で
花
咲
き
、
今
回
の
古
墳
め
ぐ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
貝

り
も
無
事
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。

担
当
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
大
変

お
疲
れ
様

で
し
た
。

古
墳
研
究
部
会
主
催

第
六
回
古
墳
講
座

い
よ
い
よ
煮
詰
ま

っ
て
き
た
古
墳
講

八
月
六
日
に
は
、
夏

の
暑
さ
を
吹
き
飛
ば

そ
う
特
別
編
と
し
て

「
騎
馬
民
族
は
来

か

っ
た
／
？

」
と
題
し
、

フ
リ
ー
ト
ー
キ

ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

網
本
副
部
会
長
は

「
来
な
か

っ
た
／

」

組
で
、
田
国
会
長
は

「
絶
対
に
来
た
／
」

組
。
鋭

い
論
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
結

局
、
真
相
は
藪

の
中
。
こ
の
勝

負

は
水

り
と

な
り
ま
し
た
。

次
回
の
古
墳
講
座
は

「
吉
備
の
古
墳

め
く
り

」
と
題
し
て
、
備
前

・
備
中
の
重

要
古
墳

に
つ
い
て
じ
っ
く
り
勉
強
し
ま
す
。

初

め
て
の
方
も
百
円
玉
を
握

っ
て
集
合

し

ま

し

ょ

う

。

日
時
　
九
月
二
日

（
土

）
午
後
七
時
。

以
後
も
毎
月
第

一
土
曜
日
に
開
催
。

場
所
　
中
央
公
民
館
和
室

講
師
　
山
口
哲
晶

・
網
本
善
光

さ
ん

（
古
墳
研
究
部
会
部
会
長

・
副
部
会
長

）

費
用
　
資
料
代
実
費

（
百
円

）
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水
無
月
の
旅

岡
本
　
貞
子

新
緑
の
さ
わ
や
か
な
六
月
五
日
、
水
無

月
の
津
山
を
味
わ
う
旅

へ
と
バ

ス
に
乗

っ

た
。
講
師
は
積
学
且

つ
法
律
家

の
立
石
先

生
。
し
か
も
先
生
出
藍

の
地

で
あ
る
津
山

の
大
庄
屋

・
立
石
家
の
訪
間

に
は
、
心
と

き
め
き
、
大
き
な
楽
し
み
の

一
つ
で
あ

っ

た
。そ

れ
よ
り
先
、
さ
く
ら
の
見
事

な
作
楽

神
社
を
探
訪
す
る
。
花

の
四
月

の
神
域
は

さ
ぞ
美
し
い
情
景

で
あ
ろ
う
と
想
像
す
る
。

続

い
て
児
島
高
徳

の
故
事
。
先
生
は
は

っ

き
り
、
こ
れ
は
時
流

に
乗

っ
た
作
り
話
だ

と
、
ご
説
明

に
な

っ
た
。
歴
史

に
対
す
る

深
い
造
詣
が

な
け
れ
ば
、
容
易

に
明
言
出

来
な
い
事
だ
と
、
改
め
て
先
生
を
尊
敬
す

Ｚり
。や

が
で
立
石
家
。
広
々
と
し
た
門
外

の

畑
、
門
の
内
側
に

つ
し
ら
え
た
長
押

の
槍
、

門
内
奥
行

の
あ
る
庭
園
、
格
式

の
あ
る
屋

敷
の
付
ま
い
、
伝
統

の
あ
る
家
風
は
、
幾

世
代
に
も
亘

っ
て
多
彩

な
人
物
を
輩
出
す

る
に
足
る
土
壌
が
、
十
三
分

に
培
わ
れ
て

い
た
の
だ
と
ひ
と
り
納
得
し
た
。
特
に
瓦

を
繋
ぐ
柱

の
金
具
の
立
派
さ
に
眼
を
見
張

っ
た
。
全
く
芸
術
的

で
あ

っ
て
家
人

の
瓦

に
対
す
る
深
い
愛
情
と
、
大
庄
屋
と
し
て
、

土
豪
と
し
て
、
い
ざ
鎌
倉
の
時

の
心
意
気

も
伺

い
知

れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

午
後
四
時
、
誕
生
寺
着
、
広

い
境
内
を

散
策
し
て
い
て
、
苔
む
し
た
石
の
台
座
に
、

大
き
な
石
碑
が
あ
る
の
を
見

つ
け
た
。
表

に
、
謡
曲

の
碑
と
あ
る
で
は
な
い
か
。
急

い
で
裏
側

に
廻

っ
て
碑
文
を
読
も
う
と
し

た
が
、
漢
文

で
お
ま
け
に
苔
に
覆
わ
れ
て

い
て
、
わ
ず
か
に
漆
間
と
い
う
文
字
だ
け

判
読
で
き
た
。
謡
曲

は
未
熟
乍
ら
好
き
な

の
で
、
帰

っ
て
数
日
後
、
お
手
紙
を
誕
生

寺

へ
差
上
げ
て
、
石
碑

の
出
来
を
お
た
ず

ね
し
た
。
十
日
余
り
し
て
執
事
様
か
ら
毛

筆
で
丁
寧

な
お
返
事
が
届

い
た
。
そ
れ
に

は
、
今
の
ご
住
職
の
お
じ
い
様

に
あ
た
る

徳
定
和
上
が

（
一
八
五
九
年
生
れ
）
建
立

な
さ

っ
た
碑

で
、
和
上
は
書
道
、
詩
作
、

謡
曲

な
ど
を
嗜
ま
れ
る
多
彩
な
文
化
人
で

あ

っ
た
と
記
さ
れ
て
い
た
。　
一
九
四
四
年

（昭
和

一
九
）

七
六
歳
で
遷
化
さ
れ
る
ま

で
、
同
寺

の
住
職
と
し
て
、
寺
域
、
地
域
、社

一会

の
為
大
変

な
努
力
を
重
ね
ら
れ
た
と
あ
る
。

書
は
か
な
書
き
の
大
家

で
、
松
雨
と
号

さ
れ
、
浄
土
宗
の
松
雨
と
そ
の
名
が
高
か

っ
た
由
、
詩
作
も
、
吹
雪
の
敲
、
弁
の
内

侍
、
金
剛
石
、
の
琵
琶
歌
、
作
詩
作
曲

の

浄
瑠
璃

″
法
然
上
人
恵

の
月
影

ク
は
門
下

竹
本
津
太
夫
を
感
動
さ
せ
て
、
大
正

一
五

年
、
文
学
座
で
歳
末
興
行
が
上
演
さ
れ
、

大
入
り
満
員
の
成
果

で
、
市
井

の
人
を
感

動
さ
せ
た
と
の
事
。
謡
曲

は
ク
法
然
上
人

謡
曲
五
冊

″
な
ど
大
作
を
遺
さ
れ
て
い
る
。

悲
し
い
事
に
、
終
戦

の
混
乱

の
時
、
資
料

が
散
逸
し
て
、
こ
れ
以
上
は
不
明
で
す
と

書
か
れ
て
あ

っ
た
。

誕
生
寺
を
訪
問
し
て
、
謡
曲

の
故
郷

に

出
会

っ
た
よ
う
な
思

い
を
味
わ

っ
て
い
る
。

立
石
先
生
の
お
導
き
で
、
み
の
り
多
い

旅
が
出
来

た
事
を
本
当
に
有
難
く
思
う
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
、
社
会

の
ご
指
導

を
遊
ば
さ
れ
ま
す
よ
う
、
切

に
お
祈
り
申

し
上
げ
て
い
る
。

Ｈ

Ｏ

Ｔ

　

Ｎ

Ｅ

Ｗ

Ｓ

『
び
ん
ご
む
か
し
ば
な
し
』

発
刊

／

購
入
希
望
者
は
事
務
局
ま
で

福
山
地
方
初

の
生
活
文
化
情
報
誌
月
刊

『
び
ん
ご
』

（
田
国
会
長
が
毎
月

「
備
後

散
策

」
を
、
平
田
さ
ん
が

シ
ョ
ー
ト
ノ
ベ

ル
を
連
載
中
）
を
発
行
し
て
い
る
備
後
出

版
情
報

セ
ン
タ
ー
か
ら
注
目
の
本
が
上
梓

さ
れ
ま
し
た
。

「
げ
ん
ご
む
か
し
ば

な
し
』

（定
価
＝

一
三
〇
〇
円
）
で
す
。

備
後
地
方
の
音
話
を
丹
念
に
取
材
し
た

も
の
で
、
今
回
は
全
五
巻

の
う
ち
第

一
巻
。

一
般
書
店

に
も
あ
り
ま
す
が
、
当
会
で

も
こ
の
本
を
扱
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

売
り
上
げ
の

一
部
は
会
の
活
動
資
金
に
当

て
ら
れ
ま
す
。
講
座
等
で
販
売

し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

中
世
を
読
む
会

第
七
回

『
備
後
古
城
記
を
読
む

』

毎
回
、
約

二
〇
名
の
会
員
が
参
加
す
る

備
陽
史
探
訪

の
会

で
最
大

。
最
強

の
学
習

会
で
す
。
参
加
者
各
自
の
発
表
の
場
が
あ

り
ま
す
か
ら
や
り
が

い
が
あ
り
ま
す
。
中

世
の
備
後

の
武
将
と
山
城

に
興
味

の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時
　
九
月

一
七
日

（
土

）
午
後
七
時
。

以
後
も
毎
月
第
二
土
曜
日
に
開
催
。

場
所
　
中
央
公
民
館
和
室

座
長
　
出
内
博
都
城
郭
部
会
部
会
長

費
用
　
千
円

（既
に
ご
購
入
の
方
は
不
要
で
す
。
テ
キ

ス
ト
＝
原
文
コ
ピ
ー
）

会
報
六
二
号
の
原
稿
募
集

『
備
陽
史
探
訪
』
六
二
号

（
一
一
月
末
発

行
予
定
）

の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

歴
史
論
文
、
短
歌
、
俳
句
、
例
会
参
加

報
告
、
紀
行
文

な
ど
内
容
は
間
い
ま
せ
ん
。

本
年
最
後

の
会
報
に
な
り
ま
す
の
で
、

充
実
し
た
も
の
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

力
作
を
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

字
数
は

「
氏
名
と
タ
イ
ト
ル
」
は
別

で
、

本
文
を

「
タ

テ

一
六
字

×

一
二
〇
行

」
以

内
で
書

い
て
下
さ
い

（厳
守
／
）

原
稿
締
切
り
は

一
〇
月
末
日
で
す
。

:
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古
墳
め
ぐ
り
で

東
小
学
校
六
年
　
藤
平
奈
穂

五
月

五
日
、
九
時
数
分
前
、
釣
人
の
像

の
前

へ
着

い
た
。
わ
た
し
は
、
友
達
と
い

っ
し
ょ
だ

っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
見
る
古

墳
に

つ
い
て
、
喜
び
と
期
待
が

い
り
ま
じ

っ
て
い
た
。

そ

れ
か
ら
数
十
分
。
バ
ス
に
乗

っ
て
、

下
御
領
ま
で
行

っ
た
。

さ
あ
、
古
墳
を
め
ざ
し
て
出
発
だ
、
と

思
う
心
と
と
も
に
、
足
が
歩
き
だ
し
た
。

最
初
は
、
上
に
登
る
の
も
、
下
に
お
り
る

の
も
楽
だ

っ
た
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
あ
と
の

古
墳

に
な
る
ほ
ど
、
道
ら
し
い
道
が
な
く

な
り
い
か
ぶ
れ
の
木
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た

り
、
本

の
枝
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
り
し
て

上

に
登

っ
た
り
、
下
に
お
り
た
り
す
る
の

が
苦
し
く
な

っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
下
に

お
り
る
と
き
、
す

べ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
心
配

に
な

っ
て
き
た
。
が
、
そ
の
よ
う

な
心
配
は
、
必
要

な
か

っ
た
。
な
ぜ
な
ら

本
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
の
で
、
す
べ
り
そ

う
に
な
れ
ば
、
近
く
の
本

に

つ
か
ま

っ
て

お
り
れ
ば

い
い
か
ら
だ
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
く
り
返
し
な
が
ら

最
後
か
ら
二
つ
目

の
古
墳

の
追
山
古
墳

へ

た
ど
り

つ
い
た
。

わ
た
し
は
、
こ
の
古
墳
を

一
番
最
初

に

見
た
と
き
、
今
ま
で
の
よ
り
、
は
る
か
に

大
き
く
、
今
ま
で
の
と
く
ら
べ
る
と
、
三

倍
以
上
は
あ
る
だ
ろ
う
な
と
、
思

っ
た
。

わ
た
し
は
、
こ
の
大
き
な
古
墳
に
何
こ
ぐ

ら
い
の
お
か
ん
が
は
い
る
の
だ
ろ
う
か
と

思

っ
た
。
こ
の
古
墳
の
中

に
は
い

っ
た
百

数
十
人
と
、
同
じ
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
と
思

っ
た
。

そ
れ
と
も
う

一
つ
、
音
の
人
は
、
古
墳

を
作

っ
た
ら
、
そ
こ
ま
で
お
ま
い
り

に
く

る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
し
て
、
お
ま
い
り
に

く
る
の
な
ら
、
こ
の
険

し
い
山
を
登

っ
て

く
る
の
だ
ろ
う
か
が
、
不
思
議

に
な

っ
て

き
た
。
こ
う
し
て
、
こ
の
古
墳
を
み
て
い

く
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
間
が
う
か
び
あ
が

っ
て
く
る
。

こ
ん
な
疑
間
を
か
か
え
な
が
ら
、
あ

っ

ち

へ
行

っ
た
り
、
こ

っ
ち

に
帰

っ
て
き
た

り
し
て
、

い
ろ
ん
な
所

か
ら
古
墳
を
み
た
。

ど
こ
か
ら
見
て
も
思
う
の
が
、
や

っ
ぱ
り

今
ま
で
の
と
は
ち
が

っ
て
、
大
き

い
な
あ

ど
う
や

っ
て
つ
く
り
、
何
日
か
か

っ
た
の

だ
ろ
う
と
思

っ
た
。

そ
れ
に
、
た
く
さ
ん
の
人
々
や
、
大
き

な
石
が
必
要
だ
。
わ
た
し
は
、
よ
く
こ
ん

な
に
大
き
な
古
墳
が

つ
く
れ
た
な
あ
と
感

心
し
た
。
そ
れ
に
、
こ
ん
な
に
大
き
な
古

墳
を
作

っ
て
何
か
い
い
点
が
あ
る
の
だ
ろ

か
と
疑
間
に
思

っ
た
。

わ
た
し
は
、
来
年

い
け
る
の
な
ら
、

こ

の
疑
間
を
解

い
て
み
た
い
。

事
務
局
日
誌

五
月
五
日

（祝
）

親
と
子
の
古
墳
巡
り

の
際
、
四
名
の
方
が
入
会
す
る
。

五
月
七
日

（
土
）
第

二
回
古
墳
講
座
。

『
日
本

の
古
墳
文
化
―
大
開
拓

の
時
代
』

参
加
七
名
。
参
加
者
が
少
な
い
の
で
、

情
宣

の
必
要
性
を
痛
感
。
最
新

の
学
説

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
。
あ
あ
、
も

っ

た
い
な
い
ノ

五
月

二

一
日

（土
）
第

二
回

「
備
後
古
城

記
を
読
む

」
参
加

一
四
名
。
徐

々
に
盛

り
上
が

っ
て
き
た
。

五
月

二
八
日

（土
）
第
四
回
郷
土
史
講
座
。

『
悪
党

に
つ
い
て
』
講
師

・
出
内
博
都

城
郭
部
会
長
。
参
加

二

一
名
。

六
月
四
日

（土
）
第
二
回
古
墳
講
座
。

『
古
墳
葬
送
儀
礼
の
変
遷
―
墳
墓
と
葬

送
』
参
加

一
四
名
。
参
加
者
倍
増
／

六
月
五
日

（
日
）
バ

ス
例
会

『
水
無
月

の

津
山
を
味
わ
う
旅
』
講
師

・
立
石
定
夫

先
生
。
参
加

五
三
名
。
立
石
家
住
宅
の

規
模

の
大
き
さ
に
驚
愕
。
誕
生
寺
で
は

格
別

の
も
て
な
し
。
立
石
先
生
に
感
謝
。

六
月

一
一
日

（土
）
歴
史
民
俗
研
究
部
会

の
特
別
講
座

『
ふ
る
さ
と
の
小
桐

の
祭

り
』
開
催
。
講
師

・
石
井
良
枝
さ
ん
。

参
加
三
〇
名
。
今
年

の
歴
民
研
は

一
味

〓遅
う
。

六
月

一
八
日

（
土
）
第

四
回

「
備
後
古
城

記
を
読
む

」
参
加

二
〇
名
。
参
加
者
激

増
。
会
場

に
入
り
さ
れ
ず
、
急
き

ょ
別

会
場

に
移
る
。
読
み
の
甘
さ
を
反
省
。

於
市
民
会
館
会
議
室
。

六
月

二
五
日

（土
）

第
五
回
郷
土
史
講
座

『
古
代
の
祭
式
と

須
恵
器
』
講
師

・
山
口
哲
晶
古
墳
部
会

長
。
参
加

工
三
名
。

七
月

二
日

（土
）
第
四
回
古
墳
講

座
。

『
東

ア
ジ
ア
の
古
墳
文
化
』
参
加

一
六

名
。
定
着
し
て
き
た
。

七
月
九
日

（
土
）
第
六
回
郷
土
史
講
座
。

『
ス
サ
ノ
ヲ
と
蘇
民
将
来
伝
説
』
備
後

三
祇
園
と
八
坂
神
社
と
の
関
係

の
研
究
。

講
師

・
平
田
副
部
会
長
。
参
加
三
三
名
。

七
月

一
六
日

（
土
）
第

五
回

「
備
後
古
城

記
を
読
む

」
参
加

一
六
名
。

八
月
六
日

（土
）
第
五
回
古
墳
講
座
。

『
騎
馬
民
族
は
来
な
か

っ
た
／
？
』

参
加

一
八
名
。
激
論
／

つ
か

み
あ

い
の

喧
嘩

に
は
…
…
な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

八
月
七
日

（
日
）
歴
史

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
応
仁

の
乱
』
開
催
。
参
加
三
〇
名
。

パ
ネ
ラ
ー
田
口
義
之
会
長
、
出
内
博
都

部
会
長
、
杉
原
道
彦
副
部
会
長
、
小
林

定
市
さ
ん
。
三
時
間
半
が
短
く
感
じ
ら

れ
た
。
於
市
民
会
館
会
議
室
。

五
時
半
か
ら
灼
熱

の
サ
ン
ト
ー
ク
ビ
ヤ

ガ
ー
デ
ン
で
慰
労
会
。
参
加

一
八
名
。

暑

い
か
ら
ビ
ー
ル
は
う
ま
い
／

★
と
く

に
会
場
を
示
し
て
い
な
い
も
の
は

す
べ
て
中
央
公
民
館

で
行

っ
た
。



IJト

句

赤
松
　
雅
子

親
と
子
の
　
古
墳
め
ぐ
り
や
　
山
笑
う

石
列
や
　
こ
れ
も
お
墓
か
　
な
だ

歩
を
止
め
む

‐鴬
の
鳴
く
　
宮
の
跡

山
の
道
　
醒
ギ
　
感
が
　
在
だ
。

迫
山

に
　
古
墳
か
こ
む
や
　
子
供

の
日

第

一
二
回
親
と
子
の
古
墳
め
ぐ
り
に
て

平
成
六
年
五
月
五
日

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

今
年

の
夏
は
異
常
な
暑
さ
で
し
た
。
寒

暖
計

の
二
五
度
以
下
は
な
く
て
も
よ
い
の

で
は
、
と
思

っ
た
く
ら
い
で
す
。
暦
の
上

で
は
、
既
に
秋

に
な
り
ま
し
た
が
、
当
分

の
間
、
一原
し
く
な
り
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

時
節
が
ら
く
れ
ぐ
れ
も
お
体
に
お
気
を

つ
け
下
さ
い
。

九
月
以
降
、
様
々
な
行
事

で
皆
様

に
お

会

い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

備
陽
史
探
訪
の
会
会
長

田
口
義
之

特
報
　
歴
民
研
講
座
開
講
／
／

『
古
事
記

』
を
読
む

歴
民
研
主
催

の
講
座
卜

『
古
事
記
」
を

読
む
―
が
い
よ
い
よ

一
〇
月
開
講
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

誰
も
が

一
度
は
完
全
に
読
ん
で
み
た
い

「
古
事
記
」
。
し
か
し
、
な
か
な
か
最
後

ま
で
読

み
通
す
こ
と
が
難
し
い
の
も

「
古

事
記
」
で
す
。
今
ま
で
途
中

で
挫
折
し
て

し
ま

っ
た
あ
な
た
も
、
み
ん
な
で
読
め
ば

初
志
貫
徹

で
す
。

歴
民
研
講
座
―

『
古
事
記
』
を
読
む
―

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

が
、
初
回
は
テ
キ
ス
ト
用
意

の
関
係
が
あ

り
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
者
は
歴
民
研
副

部
会
長
の
平
田
さ
ん

（
〇
八
四
九
―
二
三

―
三
七
八

一　

福
山
市
明
治
町

一
―

一
〇
）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

Λ
実
　
施
　
要
　
項
Ｖ

日
程

　

一
〇
月
八
日

（
土

）

時
間
　
午
後

一
時

三
〇
分
か
ら

午
後
四
時

三
〇
分
ま
で

以
後
、
原
則
と
し
て
毎
月
第

二
土
曜
日

の
同
じ
時
間
帯

に
開
催
し
ま
す
。

場
所
　
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

座
長
　
神
谷
和
孝
名
誉
会
長

副
　
　
平
田
恵
彦
副
部
会
長

テ
キ
ス
ト
代
　
未
定
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“

秋
の
一
泊
旅
行
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

ま
だ
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
す
／

一
〇
月
九
日

（
日
）
、　
一
〇
日

（祝
）

に
実
施
さ
れ
る

一
泊
旅
行
の
受
付
は
、
定

員
を
越
え
た
た
め
、
ひ
と
ま
ず
締
切
り
に

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
四
カ
月
前
と
い
う
早
い
時
期

の
受
付

の
た
め
、
今
後
、
あ
る
程
度
キ
ャ

ン
セ
ル
が
出
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
だ
申
し
込
み
さ
れ
て
な
い
方
も
参
加
で

き
る
チ

ャ
ン
ス
は
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

現

に
、
既
に
キ

ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
四
人

の
方

が
繰
上
げ
参
加
に
な

っ
て
い
ま
す
。

キ

ャ
ン
セ
ル
待
ら
は
今
後
も
受
け
付
け

ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

Λ

一
泊
旅
行
実
施
要
項
Ｖ

日
程

　

一
〇
月
九
日

（
日
）
と

一
〇
日

（祝
）

一
泊
二
日

費
用
　
一
一
五
〇
〇
〇
円

（会
員
）

二
六
〇
〇
〇
円

（
一
般
）

探
訪
地
　
書
ハ
神
谷
遺
跡
、
上
淀
廃
寺
な
ど
。

★
仮
予
約
の
方
、
旅
行
代
金
の
払
い
込
み

は
も
う
お
済
み
で
す
か
？

仮
予
約

の
方
で
、
ま
だ
お
済
み
で
な
い

方
は
、
必
ず
今
月
中
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、

キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
は
、
で
き

る
だ
け
早
く
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

⊂ONFIDEN丁 IAL
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第
七
回
郷
土
史
講
座

『
古
事
記

』

成
立
の
北量
暴
と
意
義

い
ま

一
番
元
気
印
の
歴
史
民
俗
研
究
部

会
。
注
目
度

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
す
。

一
〇
月
八
日

ス
タ
ー
ト
の
歴
民
研
講
座

「
古
事
記
」
を
読
む
。
そ
の
オ
ー
プ

ニ
ン

グ
セ
レ
モ

ニ
ー
と
し
て
企
画

し
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
の
小
桐

の
祭
り

」
「
ス
サ

ノ

ヲ
と
蘇
民
将
来

」
に
続
き
、

つ
い
に
真
打

ち
の
登
場

で
す
。

和
銅
五
年

（
七

一
二
）

に
成
立
し
た
現

存
す
る
最
古

の
歴
史
書

「
古
事
記
』
三
巻
。

一
時

の
「
偽
書
説

」
も
、
昭
和

五
四
年

に
発
見
さ
れ
た
安
万
侶
の
墓
誌
銘
と
序
文

と
が

一
致
す
る

「
万
侶

」
の
用
字
や
、
上

代
特
殊
仮
名
遣

い
の
用
字
法
の
古
さ
か
ら

現
在

で
は
完
全
に
否
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
巻
冒
頭
に
あ
る
、
あ
ま
り
に
も
有
名

な
太
安
万
侶
自
身

に
よ
る
序
文
。

こ
れ
に

は
余
す
と
こ
ろ
な
く

「
古
事
記
」
の
成
立

事
情
が
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
周
辺
を
神
谷
先
生
に
深
く
掘
り
下

げ
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

Λ
実
　
施
　
要
　
項
Ｖ

日
程
　
九
月

二
四
日

（
土

）

時
間
　
午
後

一
時
三
〇
分

場
所
　
中
央
公
民
館
会
議
室

講
師
　
神
谷
和
孝
名
誉
会
長

資
料
代

　

一
〇
〇
円
程
度

第
八
回
郷
土
史
講
座

『
わ
が
家
の
ル
ー
ツ
調
べ
』

誰
も
が

一
度
は
遠

い
先
祖
を
思

い
、
ふ

る
さ
と
を
訪
ね
る
旅

に
心
を
踊
ら
せ
る
も

の
で
す
。

会
報

六
〇
号

の

「
薙
刀
と
私

」
に
詳
述

さ
れ
た
と
お
り
、
講
師

の
杉
原

さ
ん
は
、

ご
自
身

の
ル
ー
ツ
に
関
わ
る
劇
的

な
古
文

書
発
見
を
経
験
さ
れ
ま
し
た

（本
当

に
感

動
的

で
し
た
ね
）
。

そ
う

い
っ
た
体
験
を
も
と
に
、
具
体
的

な
先
祖
調

べ
の
方
法
や
記
録
方
法

の
実
際

を
わ
か
り
や
す
く
丁
寧

に
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
先
祖
調

べ
を
し
て
み
よ
う

と
考
え
て
い
ら

っ
し

ゃ
る
方
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
地
域
史

に
興
味
を
持

っ
て
い
ら

っ
し

や
る
方
な
ど
、
多
数

の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

∧
実
　
施
　
要
　
項
∨

日
程

　

一
〇
月
二
二
日

（
土

）

時
間
　
午
後

一
時
三
〇
分

場
所
　
中
央
公
民
館
会
議
室

講
師
　
杉
原
道
彦

さ
ん

（
城
郭
研
究
部
会
副
部
会
長

）

資
料
代

　

一
〇
〇
円
程
度

古
墳
研
究
部
会
担
当

秋
の
古
墳
巡
り

コ
ー
ス
決
定
／

晩
秋

の
北
房
路

を
歩
く

岡
山
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
北
一房
町
は
文
字

通
り
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
山
陽
と
山
陰

を
結
ぶ
中
継
地
点
と
し
て
長
い
間
栄
え
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
た
ち
備
後
人
か
ら
は
距
離

的
に
や
や
縁
遠

い
と

い
う
感
じ
は
否
め
ま

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
備
後
と
北
房
は
意
外

な
共
通
点
が
あ
る
の
で
す
。

北
房
町

の
大
谷

一
号
墳
、
建
選
古
墳
、

定
古
墳
は
近
年
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

終
末
期
の
古
墳

で
あ
る
事
が
確
認
さ
れ
、

六
世
紀
―
七
世
紀

に
、

こ
の
地

に
豊
か
な

古
墳
文
化
が
花
開

い
て
い
た
事
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

横

口
式
石
椰
が
象
徴
す
る
終
末
期

の
古

墳

（高
松
塚
古
墳
が
そ
の
代
表
）
は
、
畿

内
の
ほ
か
は
、
備
後
な
ど
ご
く

一
部

の
地

域
で
し
か
見
ら
れ
な
い
珍
し
い
も
の
な
の
で

す
。
そ
れ
が
、
北
房
と
備
後
と
に
あ
る
の

で
す
。

二
つ
の
地
域
は
実

に
不
思
議
な
糸

で
結
ば
れ
て
い
た
の
で
す
。

吉
備
北
辺
の
地

・
北
房
、
道
の
後

・
備

後
。
は
た
し
て
畿
内
勢
力
の
吉
備
分
断
策

と
し
て
二
つ
の
地
域
は
利
用
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
長
月
に
、
あ
な
た
も
こ
の
謎

を
解
き
明
か
し
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
？

∧
実
　
施
　
要
　
項
∨

日
程

　
一
一
月

一
三
日
（
日
）

（
雨
天
決
行
）

時
間
　
午
前
七
時
四
五
分

集
合
場
所
　
福
山
駅
北

口

（
福
山
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
前

）

参
加
費
用
　
一二
七
〇
〇
円

（
会
員

）

四
〇
〇
〇
円

（
一
般

）

受
付
開
始
　
九
月

一
二
日
（
月

）
以
後

そ
の
他
　
弁
当

・
飲
み
物
持
参
。
山
歩

き
の
で
き
る
格
好
で
参
加
の
こ
と
。

☆
今
回
も
大
人
気
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

参
加
ご
希
望
の
方
は
早
め
の
お
申
し
込

み
を
お
勧
め
し
ま
す
。

編

集

後

記

当
初

の
予
定
ょ
り
発
送
が
遅
れ
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
ま
ず

お
詫
び
し
ま
す
。
印
刷

所
に
お
盆
休

み
が
あ
る
こ
と
を
う

っ
か
り

し
て
い
た
の
で
す
。

そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
さ
え
朦
朧
と

し
た
頭
は
思
い
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年

の
夏
は
そ
れ
ほ
ど
の
強
烈
な
暑
さ
で
し
た
。

早
く
秋
に
な

つ
て
く
れ
…
今
は
た
だ
そ

れ
だ
け
が
編
集
者

の
願

い
で
す
。

（
Ｈ
）

備
陽
史
探
訪
の
会
事
務
局

０
七
二
〇
　
８
（五
三
）
六

一
五
七

福
山
市
多
治
米
町
五
―

一
九
―
八


